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舞
鶴
の
近
代
史
の
光
と
影
背
景
に

牌
毎
沐
跳

あ
る
家
族
の
生
き
る
姿
描
く

舞
鶴
の
近
代
史
を
背
景
に
し
た
、
舞
鶴
に
暮
ら
す
人
々
の
物
語
を
映
画
化
し
た
作
品
コ
一ワ
ト
リ
は
ハ
ダ
シ
だ
」

の
製
作
が
進
ん
で
い
る
一
「風
花
」
な
ど
を
製
作
し
た
シ
マ
フ
ア
ル
ム
代
表
で
、
志
産
機
械
社
長
の
志
産
故
樹
さ
ん

（４。
）
＝
北
田
辺
＝
が
、
「喜
劇
女
シ
ナ
ー
ズ
」
な
ど
の
森
崎
東
監
督
に
持
ち
か
け
実
現
ｔ
た
。
明
治
以
降
に
海
軍

が
置
か
れ
て
発
展
し
た
光
と
、
浮
島
丸
事
件
な
ど
歴
史
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
た
影
を
背
景
に
、
家
族
の
生
き
る
姿
を

描
い
て
い
る
“
志
盛
さ
ん
製
作
総
指
揮
の
も
と
、
こ
の
ほ
ど
舞
鶴
ロ
ケ
が
終
わ
り
八
月
に
完
成
の
予
定
。
来
春
の

全
国
公
開
を
目
指
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
！　
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志摩さん(蓮)が製作総描揮

森
崎

東
整
督

票
督
曇
国
公
開
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志
摩
さ
ん
は
故

・
相
米
慎

一
藍

奮
の

風

産

の
馨

作

に
関
わ
り
、
昨
年
は

「ぼ
く

ん
ち
」
の
ロ
ケ
地
を
採
し
て

い
た
阪
本
順
治
監
督
に
市
内

各
地
を
案
内
し
、
舞
鶴
の
協

カ
プ

ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し

て
、
ロ
ケ
の
ほ
ぼ
全
て
を
市

内
で
撮
影
す
る
の
に
力
を
尽

く
し
た
。

今
春
に
全
国
公
開
さ
れ
た

「ぼ
く
ん
ち
」
で
は
舞
鶴
で

ロ
ケ
が
あ

っ
た
も
の
の
、
舞

鶴
そ
の
も
の
は
物
語
と
は
な

轍
援
害
技
珊
の
技
能
謡
習
会

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
接

客
技
術
の
技
能
講
習
会

（社

団
法
人
京
都
府
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
、
七

日
か
ら
十

一
日
ま
で
の
五
日

間
、
円
満
寺
の
市
西
市
民
プ

ラ
ザ
で
開
韓
さ
れ
る
。
講
師

の
舞
鶴
西
料
飲
組
合

（橘
時

夫
組
合
長
）
の
組
合
員
が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
飲
食
店
で
の

ンマフィルム

ン
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済

吉原での撮影の様子。右が森崎束監督、左は俳優の原田芳雄さん=シ マフイルム提供

ら
な
か
っ
た
。
自
分
流
の
映

画
作
り
を
貫
く
志
産
さ
ん

は
、
「男
は
つ
ら
い
よ
　
フ
ー

テ
ン
の
寅
」
や

「生
き
て
い

金 ・白金相場
売リ ー 買 い
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る
う
ち
が
花
な
の
よ
　
死
ん

だ
ら
そ
れ
ま
で
よ
基

旦
一巨

の
監
督
で
知
ら
れ
、
フ
ア
ン

で
も
あ
る
森
崎
監
督
を
訪

ね
、
そ
の
思
い
を
伝
え
る
と

監
督
が
、
舞
鶴
の
歴
史
と
そ

こ
に
生
き
る
人
々
を
物
語
に

し
た
映
画
を
撮
ろ
う
と
快
諸

し
た
。

舞
鶴
は
海
軍
鎮
守
府
の
設

置
に
伴

い
発
展
し
た

一
方

で
、
住
民
の
強
制
移
転
、
朝

鮮
人
労
働
者
の
犠
牲
を
出
し

た
浮
島
丸
事
件
な
ど
、
歴
史

の
光
に
隠
れ
た
事
実
も
抱
え

て
い
る
。
志
庫
さ
ん
は
昨
年

春
に
森
崎
監
督
と
脚
本
家
の

近
藤
昭
二
さ
ん
を
招
き
、
戦

争
遺
産
や
歴
史
背
景
を
説
明

し
、
舞
継
歴
史
研
究
会
な
ど

７
日
か
ら
舞
鶴
西
料
歓
組
合
が
指
導

技
能
講
習
会
は
、
厚
生
労

働
省
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
委
託
事
業
。
働
く
意

欲
の
あ
る
五
十
五
歳
か
ら
六

十
五
歳
ま
で
の
人
た
ち
を
対

象
に
、
接
客
技
術
を
身
に
つ

け
、
再
就
職
に
役
立
て
て
も

ら
う
の
が
狙
い
。

講
習
内
容
は
、
接
客
技
術

の
基
本
、
宴
会
予
約
の
受
け

に
も
引
き
合
わ
せ
た
。
卿
本

は
森
崎
監
督
と
近
藤
さ
ん
が

完
成
さ
せ
た
。

浮
島
丸
事
件
の
生
存
者
を

母
に
持
つ
在
日
韓
国
人
の
女

性
と
夫
、
そ
の
二
人
の
子
供

た
ち
、
養
護
学
校
の
女
性
教

師
と
父
ら
が
登
場
し
、
気
罪

事
件
の
中
で
家
族
の
あ
り
方

を
描
い
て
い
る
。
舞
鶴
の
歴

史
の
具
体
的
な
説
明
は
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
歴

史
艦
殻
よま
・
影
向
蛙
才
松
さ
ん
や

倍
賞
美
津
子
さ
ん
、
主
演
で

新人
の対井美佳
さん、
石

鍵
『摘
評
車難
帥

吉
原
や
鯛
建
設
、
み
ず
な
ぎ

学
園
な
ど
で
撮
影
。
浮
島
九

事
件
の
殉
難
の
碑
前
で
も
ロ

ケ
を
行
一
た
。
吉
原
の
自
治

会
や
婦
大
会
な
ど
延
べ
四
百

人
が
工
■
ス
ト
ラ
で
協
力
Ｌ

た
。製

作
総
指
揮
と
し
て
企
画

か
ら
製
葎
ま

で
全
て
を
担
当

し
た
志
摩
さ
ん
は

「今
回
の

映
画
は
多
く
の
人
た
ち
の
お

世
話
に
な
っ
て
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
映
画
を
見

て
き
ら
え
れ
ば
舞
鶴
に
生
ま

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
こ

と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
共
感

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
と

と
話
し
て
い
た
。

浮島丸事件
朝
鮮
人
労
働
者
ら
を
乗

せ
、
釜
山
港
に
向
け
て
青
森

県
大
湊
港
を
出
向
し
た
輸
送

総合文化会館で打ち合わせをする
オルスの金さん(左端)ら

韓
国
伝
続
試
縫
で
文
化
交
流

翻
楽
跡
来
験

舞
鶴
市
民
に
感
謝
の
気
持
ち

浮
島
九
事
件
の
犠
牲
者
の
追
悼
を
続
け
る
舞
鶴
市

民
に
ｉ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
文
化
交
流
を
し
よ

う
と
、
韓
国
光
州
市
の
伝
統
文
化
研
究
会

「オ
ル
ス

農
楽
団
」
と
舞
踊
家
ら
が
来
鶴
し
、
追
悼
集
会
の
前

日
の
人
月
二
十
三
日
午
後

一
時
半
か
け
浜
の
総
合
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
（
伝
統
芸
能
を
披
客
す
る
無
料

公
演
を
開
催
す
る
。
公
演
後
は
市
民
と
の
交
流
を
し
、

集
会
に
は
光
州
市
民
約
百
人
も
参
加
す
る
。　
一
日
、

オ
ル
ス
の
団
員
が
同
会
館
を
訪
れ
舞
台
の
打
合
せ
を

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

来
月
２３
日
、
無
料
公
演

を
続
け
、
事
件
を
題
材
と
し

た
映
画
も
製
作
さ
れ
た
。

映
画
で
事
件
を
知

っ
た
光

て
、
初
め
て
事
件
と
追
悼
事

業
を
知
り
、驚
き
感
激
し
た
。

（
と
は
芸
能
を
披
露
し
て
感

謝
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ

と
に
し
た
。

オ
ル
ス
は
収
権
の
歓
び
を

表
す
伝
統
芸
能
の
農
楽
を
踊

る
プ
ロ
集
団
。
プ
ッ
ク

（太

鼓
）
な
ど
を
手
に
激
し
い
動

き
と
リ
ズ
ム
で
踊
り
、
巳
本

各
地
の
芸
能
祭
に
出
演
し
て

い
る
。
オ
ル
ス
企
画
室
長
の

金
利
植

（キ
ム

・
イ
ケ
ン
）

さ
ん

（３５
）
と
、
光
州
市
で

上
映
運
動
を
す
る
金
恩
淑

（キ
ム

・
オ
ン
ス
ク
）
さ
ん

（４８
）
ら
が

一
日
、
公
演
会

場
を
下
見
し
た
。
二
十
三
日

総合文化会館

光
州
市
民
と
の
集
会
も

1 劫
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